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令和５年度 唐津市立第一中学校生徒心得 

 

初心 
「初心忘るべからず」  

 
※ 習い始めた頃の謙虚なはりつめた気持ちを常に失ってはならない。また，最初に

思いたった一念を忘れてはいけないという意味です。この言葉は，日本の古典舞
台芸術「能楽」の教えが語源になっています。能楽では，習い始めた頃や若年の
頃には，多くの失敗をするものだ。迷ったり・悩んだり・失敗して恥をかいたり，
多くの経験を繰り返して成長する。失敗を恐れず「初々しかったあの頃の気持ち
や経験をいつまでも絶対に忘れない」という教えです。 

                                    「花鏡」  能楽師 世阿弥より 
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     年    組    号 氏  名 
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み ん な の ル ー ル 

 

みんなの「ルール」を守ろう。 
    学校は，誰もが安心して生活することができ，勉強に一生懸命取り組むことができる場

所であるはずです。そのような学校を築き上げることで，皆さん一人ひとりの力を伸ばし
ていくことができます。 

      そのためには，みなさんが守らなくてはならない大事な約束があります。これが「学 

     校生活のルール」です。この「ルール」は，君たち一人ひとりが守る大事な約束であり，
また，このルールによって君たちの権利，そして「一人の生徒」として守られています。 

    この「ルール」をみんなで大切に考えて，楽しい学校生活をつくりあげましょう。 

 
（１）人に対して暴力はふるいません。（人から暴力を受けることはありません） 

     

（２）いじめや人の心を傷つける「言葉の暴力」は許しません。（いじめられることはありません） 
      身体的なことをあげつらって「からかう・いじめる・言葉で脅かす」ことは，人の心

を傷つけたりすることで，暴力と同じように許されません。 

      ＜例＞ 

   ・ひどい言葉を使ってののしる。・ひどい嘘をつく。 

   ・人種差別的性差別的な言葉を使ったりそのような行動をとったりする。 

   ・洋服や下着を脱がせたり，恥ずかしいことを言わせたりする。 

   ・壁や手紙，メールに悪口を書く。個人の情報や動画，写真をＳＮＳに挙げる。 
   ・仲間はずれやいじめ行為をする。・身体的特徴をあげつらってしつこくからかう。 

 

（３）お金や物を取ったり、自分の健康を損なったりすることはしません。 

（安心した学校生活を送ることができます） 
 

（４）学習のじゃまになることはしません。（誰にもじゃまされず学習が出来ます） 
       落ち着いて学習することは，一人ひとりの大切な権利です。授業中，他人の学習の邪

  魔になる行為は認められません。 

   ＜例＞ 

      ・授業を妨害し，注意に従わない。  ・教師の指示がないのに教室内を立ち歩く。 

   ・授業を抜け出して校内をウロウロする。  ・私語を繰り返す。 

   ・許可なく入ってはいけないところに入る。  ・先生の指示に従わない。 

 
（５）学校の施設や用具を壊しません。（よい環境で学習出来ます） 
 

（６）携帯電話の取り扱いについては以下の通りとします。 
 
   ①携帯電話・スマートフォンの学校への持ち込みは禁止とします。 
 
   ②保護者から届け出があり，学校持ち込みが必要と判断された場合は，登校後担任の先

生に必ず預けて，下校時に返してもらいます。 
 
   ③もし約束を守れなかったり違反した行為を行ったりした場合は，学校の方で預かり

家庭に連絡をします。必要な場合は、保護者に学校まで来てもらい直接返します。 
 



3 

 

生 活 の し お り 
 

   唐津市立第一中学校の生徒としての品位，態度を保持し，自覚と誇りを持ち 

 良い校風樹立に努め，礼儀正しい信頼のおける生徒になるよう以下の心得の実 

 行に励む。 

 

 
＜登校から朝の会まで＞ 

１，登下校について 
・原則は徒歩通学です。 
・自転車通学証を提出し，学校長から許可を受けた生徒は，自転車通学を許可する。 
自転車通学者は，整備された安全な自転車に乗り，ヘルメットを着用する。 

・保護者等の自動車での送迎の場合，グランド西側で乗降を行う。 

・一中の坂道は、登校中は左側・下校中は右側通行をする。（緑の歩行者道を通ること） 
    
 

２，登校から朝の会まで 
８時１５分始業。（８時１２分立腰の放送開始） 
８時２５分まで朝の会。（出席確認，健康調査，日程連絡） 

    ☆ ８時１５分のチャイムが鳴り始めるまでに教室に登校していない場合は遅刻とする。 
 
    

   充実した朝の活動をするために 
    ８時１０分までに，教室に入室する。 
    ８時１２分までに，道具を机に直し，提出物を出し，カバンをロッカーに入れる。 
    （８時１２分に立腰３分前のアナウンスがある） 
    ８時１２分から自席について，立腰の準備を行う。 
 

 

＜授業・休み時間＞ 

１，授業３分前には席につき立腰の準備をする。 

 

２，授業始まりと終わりの挨拶・マナーをきちんとする。（けじめをつける） 
 
３，移動教室の時は，戸締まり消灯をする。 鍵は総務が管理する。 
 
４，授業中および休み時間に体調を崩し保健室に行く場合は，担任もしくは教科担当に申し 

出をして保健室連絡票（ピンクの紙）をもらってから行く。 
 

５，他の教室には勝手に入らない。 
 
６，物の貸し借りを行わない。（自分の道具は自分で準備する。） 
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＜昼食・昼休み＞ 
１，きちんとした合掌の号令で食事を始める。勝手に席を替わったり，移動したりしない。 
 
２，食事が済んだら，自席にて終わりの合掌の号令を待つ。 

（時間前に教室から出て行かない。） 
 
３，連絡放送が入ったときは，私語を止め，静かに放送を聴くようにする。 
 
４，昼食時に出たゴミはクラスで回収し，係がパントリーのごみ箱まで持ってくる。 
 
５，ボール貸し出しについては，責任を持ってボールを返すこと。 

（使用の仕方が悪いと貸し出し禁止を行う。） 
 

６，配布物係は昼休み中に職員室前クラス棚へ配布物を取りに行く。 

（帰りの会前には行かない。） 

 

７，教科連絡係は昼休み中に教科連絡を行い背面黒板に学習内容の記入を行う。 

 

 
＜帰りの会から下校＞ 

１，掃除終了後，教室自席に着き，帰りの会の準備（立腰）をし，チャイム１分前着席を守 
り，帰りの会が始められるようにする。（オルゴール１回，連絡放送あり） 

 
２，帰りの会では，荷物はロッカーの中に入れておく。（机の上，横に置かない。） 
 
３，帰りの会終了のチャイムまで，必ず教室にいる。 

 
４，教室の戸締まり消灯を忘れない。（整理整頓をきちんとする。） 
 

 

＜所持品・貴重品について＞ 

１，所持品にはすべて氏名を明記する。 
 
２，貴重品類は朝の会までに担任の先生に預ける。 
 
３，時計・カメラ・不要な金銭・漫画・雑誌・ゲーム機・携帯電話，及び刃物・火器類などは

絶対に持ち込まない。（不要物は保護者に返却する。） 

 

 
＜服装規定について＞ 

１，服装に関する諸規定については，別に定める。（式典行事・進路行事は特に厳守する） 


